日本農芸化学会関西支部

第457回 講演会


日時　平成20年12月6日（土） 13時15分 開会


会場　日本盛 酒蔵通り煉瓦館 2階（西宮市用海町4番28号）
JR西宮駅から南へ徒歩15分、

阪神西宮駅から南東へ 徒歩15分、

阪急・阪神今津駅から徒歩10分

※各駅よりタクシーで5分（連絡先：0798-32-2525）
一般講演 (13:15～16:00)
1. 色素体T7ファージ型RNAポリメラーゼと高い発現相関性をもつPPRTpの機能

（1神戸大・院・農、2神戸大・院・自）○山本俊佑1、能勢琢也2、宇野知秀1、山形裕士1、金丸研吾1
2. イネ種子登熟初期に胚乳組織で発現する遺伝子群の網羅的解析

（1京府大・院・農、２京都農資セ、3農研機構・作物研）○土居誠1、高木秀典1、斎藤雄飛1、森田重人1,2、佐藤茂1,2、石丸努3、近藤始彦 3、増村威宏1,2
3. 酵母N-アセチルトランスフェラーゼMpr1による抗酸化機構の解析

（奈良先端大・バイオ）○西村明、笹野佑、大津厳生、高木博史

4. 酵母ユビキチンリガーゼRsp5を介したプロリンパーミアーゼ活性制御機構の解析

（奈良先端大・バイオ）〇佐々木俊弥、平石裕之、大津厳生、高木博史

5. 水浸拘束ラットにおけるケルセチンのストレス応答調節作用とそのメカニズムの解析

（徳島大・院・ヘルスバイオサイエンス）○川畑球一、河合慶親、寺尾純二

6. DNA塩基グアノシンの新たな酸化経路について

（1神戸大・院・農、2神戸大・院・自然、3江崎グリコ中央研）○上田啓輔1、後藤美保2、藤原慎司1、松山佳世3、米谷俊3、橋本堂史1、金沢和樹1,2
7. 質量分析を用いるアミノ酸配列解析法の改良―新規ペプチドN末端誘導体化試薬の開発

（京大・院・農）○粟根浩之、花井陽介、宮下正弘、宮川恒

8. ω―１アミノ脂肪酸エステルの合成と生物活性

（１神戸大・院・農、２神戸大・遺伝子セ）○石原康宏１、田中彩１、滝川浩郷１、今石浩正２、三宅秀芳１、佐々木満１
9. 抗がん作用を有する海産セスタテルペン コハマ酸の合成化学的研究

（1神戸大・院・農、2 神戸学院大・栄養・食品栄養）○釜谷尚樹1、中西恒平1、滝川浩郷1、佐々木満1、水品善之2、吉田弘美2
10. ヒトCYP2C9およびCYP2C19の遺伝子多型による薬物代謝活性変化の解析

（1神戸大・遺伝子セ、2産総研・セル、3メルシャン・生物資源）○付学軍1、平井洋輔1、森内寛1、池川朋代1、森垣憲一2、一色邦夫3、今石浩正1
11. ヒトP450分子種、CYP2C18を発現した大腸菌による食品成分の代謝分析

（1神戸大・遺伝子セ、2産総研・セル、3メルシャン・生物資源）○池川朋代1、森内寛1、付学軍1、森垣憲一2、一色邦夫3、今石浩正1
特別講演 (16:15～17:45)

12. DNA合成酵素の分子種選択的阻害剤の探索研究【2008年度農芸化学奨励賞受賞講演】
（神戸学院大・栄養）水品善之
13. 海産無脊椎動物の多糖分解酵素の基本性状とその利用

（北大院・水産・海洋生物工学）尾島孝男

懇親会 (18:15～20:15)　［会場準備（17:45～18:15）の間、試飲会を予定］
一般：4,000 円、学生：500 円

	
	お知らせ
	○支部評議員会は、12:00から講演会場（酒蔵通り煉瓦館2階）で行います。

	
	
	○次回（第458回）例会予定

	
	
	
	日時
	平成21年2月7日（土）
	
	

	
	
	
	場所
	京大会館
	
	

	
	
	
	
	講演申込締切　平成21年1月9日（金）、講演要旨締切　平成21年1月16日（金）

	
	
	
	連絡先：〒606-8502　京都市左京区北白川追分町　京都大学農学研究科応用生命科学専攻

	
	
	
	中川好秋   (TEL: 075-753-6117　FAX: 075-753-6123　e-mail: naka@kais.kyoto-u.ac.jp)


〒606-8502　京都市左京区北白川追分町　京都大学大学院農学研究科内　日本農芸化学会関西支部

TEL: 075-753-6117（庶務幹事）/TEL: 075-753-6263（会計幹事）/FAX: 075-753-6123　/URL:　http://jsbba-kansai.kir.jp/
